
第１１号様式　別紙１ （令和 2 年度計画分　エネルギー環境計画書）

前年度実績 ( 2019 年度) 0.340 (㎏-CO2/kWh) 0.318 (㎏-CO2/kWh)

当年度目標 ( 2020 年度) 極力低減 (㎏-CO2/kWh) 極力低減 (㎏-CO2/kWh)

短期目標 ( 年度) 極力低減 (㎏-CO2/kWh) 極力低減 (㎏-CO2/kWh)

長期目標 ( 年度) 極力低減 (㎏-CO2/kWh) 極力低減 (㎏-CO2/kWh)

 関西電力株式会社

 大阪市北区中之島３丁目６番１６号

 有

調整後排出係数(*3)

氏 名
( 法 人 に あ っ て は 名 称 )

住 所

自 社 等 発 電 所 (*1)
の 有 無

電気の供給における
温室効果ガスの排出
の 抑制 等に 関する
推 進 体 制

電 気 事 業 の 概 要

年　度

（目標に係る措置の考え方）

◆　環境管理責任者である社長のもと、部門、組織単位で責任者を設置し、環境
管理を推進しています。
◆　原則年２回開催する「サステナビリテイ・CSR推進部会」（主査：執行役常
務）では、環境管理システムに係るマネジメントレビューを行い、審議結果につ
いては、環境管理システムに反映していきます。

・設立年月日
　昭和２６年５月１日

・資本金
　4,893億円

・販売電力量
　1,130億ｋWh

・発電設備（2019年度末）
　　水力　　　　 ：   823万kW　（151ヶ所）
　　火力　　　　 ： 1,577万kW　（10ヶ所）
　　原子力　 　  ：   658万kW　（3ヶ所）
　　新エネルギー ：   1.1万kW　（3ヶ所）
　　＜合計＞　　　　3,059万kW（※）
　　　　※ 四捨五入の関係で、掲載数値の合計値と一致しません。
　　なお、現在、広島市内において自社で保有する発電所はありません。

*1
*2

*3

　当社を含む電力業界は、「電気事業低炭素社会協議会」を設立し、政府、事業者および国民の協力のも
と、国の長期エネルギー需給見通しに示されたエネルギーミックスの実現を前提に、電気事業全体で2030
年度にCO2排出係数を0.37kg-CO2/kWh程度（使用端）まで低減するという目標を掲げています。
　当社としては、低炭素社会の実現に向けたさまざまな取組みを推進し、電気事業低炭素社会協議会の一
員として、電気事業全体の目標達成に貢献していくことから、目標を「極力低減」としています。

自社等発電所とは、自己が所有する発電所及び経営支配下においている子会社が所有する発電所をいう。
実排出係数とは、市内への電気の供給に伴う二酸化炭素排出量（実二酸化炭素排出量）を市内への電気の供給量（電
気供給量）で除したものをいう。
調整後排出係数とは、実二酸化炭素排出量から償却前移転した京都メカニズムクレジット等を控除したものを、電気
供給量で除したものをいう。

電気の供給における
温室効果ガスの排出
の量の抑制に関する
措 置 及 び 目 標

実排出係数(*2)
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第１１号様式　別紙２ （令和 2 年度計画分　エネルギー環境計画書）

前年度実績 ( 2019 年度) 11,942×103(注1) (千kWh) 12.2
(注1） (％)

当年度目標 ( 2020 年度) 極力活用 (千kWh) 極力活用 (％)

短期目標 ( 年度) 極力活用 (千kWh) 極力活用 (％)

長期目標 ( 年度) 極力活用 (千kWh) 極力活用 (％)

前年度実績 ( 2019 年度) 18,962×103(注2) (千kWh) 16.0
(注2） (％)

当年度目標 ( 2020 年度) 極力活用 (千kWh) 極力活用 (％)

短期目標 ( 年度) 極力活用 (千kWh) 極力活用 (％)

長期目標 ( 年度) 極力活用 (千kWh) 極力活用 (％)

*4

*5
*6

*7
*8

再生可能エネルギー発電量とは、自社等発電所における再生可能エネルギー（太陽光、風力その他非化石エネルギー
のうち、エネルギーとして永続的に使用することができるもの）による発電量のうち市内分をいう。
再生可能エネルギー導入率とは、上記の発電量を自社等発電所における発電量のうち市内分で除したものをいう。
環境価値の確保量とは、自社等発電所における再生可能エネルギーによる発電量、他の一般電気事業者等の発電所に
おける再生可能エネルギーによって発電された電気の購入量及び購入した環境価値の量を合算したもののうち市内分
をいう。
環境価値の確保率とは、上記の確保量を電気の供給量のうち市内分で除したものをいう。
未利用エネルギーとは、発電に利用するエネルギーのうち、工場の廃熱又は排圧、廃棄物（バイオマスを除く）の燃
焼熱、超高圧地中送電線からの廃熱、変電所の廃熱及び高炉ガスその他の副生ガス等のエネルギーをいう。

当社事業所におけるエネルギー消費量の削減や電気自動車・プラグインハイブ
リッド車の活用促進、ＳＦ６ガスの排出抑制といった低炭素社会の実現に向けた
様々な取組みを進めていきます。

電気の供給における
未 利用 エネ ルギー
(*8)による発電量の
割合の拡大に関する
措 置 及 び 目 標

火力発電所における
熱効率の向上を図る
ための措置及び目標

年　度

年　度

（目標に係る措置の内容）

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ発電量(*4) 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入率(*5)

環境価値の確保率(*7)

本 市 の 区 域 内 に
存する電気の需用者
に対する地球温暖化
の防止に資する取組

そ の 他 の
地球温暖化の防止に
貢 献 す る 取 組

インターネットを活用した「はぴeみる電」では、過去の電気やガスの料金や使用
量を確認できることに加え、光熱費を入力することで、ご家庭の総CO2排出量が確
認できるほか、登録機器や電気使用状況に応じた省エネに関するアドバイスな
ど、お役立ち情報を提供しています。

廃棄物焼却処理の余熱や高炉ガスを利用して発電した電力を調達します。

既設の火力発電所の設備や運用に関する対策を継続的に行い、熱効率の維持・向
上を図ります。

　当社は、安全確保を大前提に、エネルギーの安定供給、経済性、環境保全の３つの「Ｅ」の同時達成を
目指す「Ｓ＋３Ｅ」の観点から、再生可能エネルギー電源の開発を積極的に推進しており、当面の目標と
して、2030年代に設備容量600万kWとすることを目指し、国内外で積極的に開発を推進します。

（注２）当社は、広島市内に限らず、広域的に発電および電力供給を行っていることから、全社の環境価値の確保量および環境価値の確保率を
記載しています。

電気の供給における
再生可能エネルギー
の 利 用 の 拡 大 に
関する措置及び目標

環境価値の確保量(*6)

　当社は、安全確保を大前提に、エネルギーの安定供給、経済性、環境保全の３つの「Ｅ」の同時達成を
目指す「Ｓ＋３Ｅ」の観点から、再生可能エネルギー電源の開発を積極的に推進しており、当面の目標と

して、2030年代に設備容量600万kWとすることを目指し、国内外で積極的に開発を推進します。

（注１）当社は、広島市内に限らず、広域的に発電および電力供給を行っていることから、全社の再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ発電量および再生可能エネル
ギー導入率を記載しています。

調達分を含む再生可能エネルギーの環境価値の確保量の割合の拡大に関する
措置及び目標

（目標に係る措置の内容）

自社等発電所における再生可能エネルギーによる発電量の割合の拡大に関する
措置及び目標

専エ企019   21.7  A4  5年保存


